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気候変動領域のような長期的な挑戦のシード/アーリー資金が不足している。
日本の気候変動問題を解決すべく、ANRI GREEN 1号を2022年に設立。

ESG投資の
取り組み

ファンド規模 約100億円

投資社数 1社当たり約5〜15億円(初回から数億円投資)、
合計10～15社程度。既に7社に投資実行済み

運営期間 12～15年
組合員の過半数の賛成をもって1年ごとに最大3年延長）

LP 産業革新投資機構、K4Ventures、大手信託銀行、
石油資源開発、みずほ銀行、等

投資領域 気候変動、環境問題を解決しうる業種

GREEN 1号 ファンド概要

大学での研究 シード
アーリー ミドル グロース

当ファンド

CVC・大学ファンド

事業会社等

M&A

IPO

NEDOグリーンイノベーション基金ムーンショット等

M&A IPO

選択テーマと取組の目的

• 気候変動分野で特に時間のかかる領域の技術に特化してス
タートアップの創出・支援を実施

• 官民一体の支援でGlobal Clean Tech100にランクインする
日本企業の創出を目指す

• 日本の脱炭素目標、2050年に50％削減に寄与する

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
私たちはESG投資のうち環境分野への取り組みとして、気候変動特化型ファンドを立ち上げ、資金の不足するシード・アーリーステージに資金を供給しています。的な話。
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ANRIではテーマ・技術を設定し、研究室を訪問、シーズの掘り起こしをするとともに
ポテンシャル経営者との連携を通じてスタートアップを創出しているオリジネーション

• 【成り立ち】 ANRIと創業科学者の安井先生で事業化に取り組むことに
合意。ANRIのネットワークから三菱商事出身の小野瀬CEOと安井先
生をマッチング。18年5月に創業。

• 【進捗】 22年4月にシリーズB実施。複数の事業会社と共同事業を実
施中。がんリスク検査『miSignalTM』を提供開始 

• 非常に難易度の高い社会課題に最初からチャレンジ出来
る人はなかなか居ない。シード投資家として、この課題を紐
解いていきたいと考えている

• その一つに、シーズ側はどのように事業を進めていくのかが
分からない。一方で、ビジネス側はどのようなシーズ、例え
ば技術があるのかを把握できていない。

• 様々なトレンドを日々調査している中で、シーズと経営の
融合を目指した結果、ANRIとしていくつも会社の立ち上
げてきた

ANRIのオリジネーションに対する考え方 オリジネーションの例

大きな産業領域において、確かな技術力とビジネス推進で成長

コア技術であるエクソソーム関連技術を基盤に、尿を利用し
たあらゆる疾患の早期発見と治療最適化を目指す

アルゴリズムの研究開発から実用レベルのエンジニアリングま
で一貫して行い、量子コンピュータの社会活用を目指す

• 【成り立ち】 ANRIと創業科学者の藤井先生・根来先生・御手洗先生
で事業化に取り組むことに合意。ANRIの投資先インターン生であった東
京大学大学院生の楊CEOと研究者らで創業。18年2月に創業。

• 【進捗】 22年3月にJIC-VGI・ANRI・グローバル・ブレイン等が参加し、
総額12.4億円のシリーズBを完了。Qamuyも提供開始

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
オリジネーションを通じて今後もこういう新しい産業を掘り起こしていく
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ビルゲイツ率いるBEV(Breakthrough Energy Ventures)を皮切りに、
Lowercarbon Capital等の名門VCがClimate領域に参入背景：海外動向

TwitterやUberへの初期投資家であったChris 
SaccaがLowercarbon Capitalを設立。
2021年8月、880億円のファンドレイズを発表

・2016年設立
・ファンド期間20年

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
海外ではすでに、大型のVCが進出
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背景：海外動向

出典：https://www.holoniq.com/notes/19-5b-of-climate-tech-vc-funding-for-q3-2023-now-40b-ytd-upgrading-our-2023-fy-forecast-to-46-7b

Climate Techの調達金額は、世界経済の不透明性から2022年比較で
やや減速も2021年を上回る見込みで今後も増加が予測される

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
景況感のよかった2022年よりは劣るものの、23年も21年よりは増加しており、今後も増加が見込まれる



Confidential Copyright 2024@ANRI  All Rights Reserved

近年Climate Tech領域でユニコーンベンチャーが急増しているが、Global Climate
Tech 100に日本企業は存在しない。ここを解決していきたい。

出典：https://www.holoniq.com/climatetech-unicorns

背景：海外動向

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
日本企業の存在感はない
ここを気候変動特化ファンドで解決する
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学生への講義の支援や懸賞金型研究開発事業の主催など、
新しい手法を取り入れながら、長期的に環境分野に取り組む機運を醸成している

さらに長期的な
取り組み

「気候変動とアントレプレナーシップ」 東京都協定事業「TOKYO PRIZE Carbon Reduction」

• 東京大学での授業「気候変動とアントレプレナーシップ」開催を支援
• 気候変動に取り組む起業家の育成に貢献している

• 東京都との協定事業「SUTEAM」に採択され、賞金1億円の懸賞金型
研究開発事業を実施予定

• 気候変動に取り組む都市として東京を盛り上げることを企図

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また投資以外の超長期の取り組みも実施。東京大学の講義「気候変動とアントレプレナーシップ」のスポンサードや東京都協定事業SUTEAMを活用した懸賞金型研究開発事業の実施による脱炭素分野への取り組み機運の醸成を行っている。
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